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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
４
月
１
日
付
け
で
、
広
島
県
農
林
水

産
局
林
業
振
興
総
括
官
を
拝
命
し
ま
し
た
山

崎
と
申
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
本
県
の
緑
化
推

進
に
御
支
援

・
御
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
加
え
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
国
際
社
会
が
大
き

く
変
動
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
物
価
の
高

騰
等
深
刻
な
影
響
が
及
ん
で
き
て
お
り
、
〈
フ

後
の
動
向
に
目
が
離
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
１０
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な

「パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と

し
て
の
長
期
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
森
林
の

適
正
な
管
理
と
森
林
資
源
の
持
続
的
な
循
環

利
用
を

一
層
推
進
し
、
森
林

・
林
業

・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
や
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
し
て
い
く
取
組
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
県
で
も
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「２
０
２
５
広
島
県
農
林
水
産
局
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
「森
林
資
源
経
営

サ
イ
ク
ル
の
構
築
」
と
し
て
林
業
の
経
営
に

適
し
た
森
林
の
集
約
化
や
施
業
の
低
コ
ス
ト

化
に
、
「森
林
資
源
利
用
フ
ロ
ー
の
推
進
」
と

し
て
県
産
材
の
新
た
な
需
要
創
設
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
△
フ年
度
か
ら
、
「ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
事
業
」
が
令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
延
長
が
決
ま
り
、
引
き
続
き
、
森
林
を
県

民
共
有
の
財
産
と
し
て
守
り
育
て
、
健
全
な

状
態
で
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
手
入
れ
不
足
の
人
工
林
や

放
置
さ
れ
た
里
山
林
の
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県

み
ど
り
推
進
機
構
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「緑

の
募
金
活
動
」
を
は
じ
め
、
学
校
や
企
業
に

よ
る
緑
化
の
推
進
や
地
域
住
民
団
体
に
よ
る

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
な
ど
幅

広
く
活
動
を
展
開
さ
れ
、
県
と
の
連
携
に
よ

り

「県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
」
を
推
進

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
に
よ
る
制
約
が
か
か
り
、
各
種

の
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

昨
年
度
は
募
金
額
が
２
５
７
３
万
円
余
を
達

成
さ
れ
る
な
ど
、
関
係
さ
れ
た
方
々
に
は
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

加
え
て
、
緑
化
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
組
と
し
て
再
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
緑
化
が

一
層
推

進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
４
年
度
　
第
２６
回

「
み
り
・̈Ｄ
なの
一集
一日
直
一
開
催
結
果
報
生
ロ

開
催
年
月
日
¨
令
和
４
年
４
月
３０
日

（土
）

開
催
場
所

¨
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
　
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

主
　
　
催

¨
「県
民
緑
化
の
集
い
」
実
行
委
員
会

多目的広場入国の入場ゲート

開会式 正本会長あいさつ

みどりの誓いの発表

感謝状の贈呈

今
年
は
順
延
し
て
４
月
３０
日
に
開
催

４
月
２９
日
「み
ど
り
の
日
」
に
開
催
予
定
で
し

た
が
、大
雨
の
予
報
と
密
を
回
避
す
る
た
め
、急

返
１
日
順
延
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
予
報
通
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、多
目
的
広
場
・

芝
生
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
や
展
示
場
所
を
設
け
て
開
催

し
た
結
果
、来
場
者
数
は
推
計
約
２
、０
０
０
人

と
な
り
、新
緑
の
中
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

開
会
式

・
ス
テ
ー
ジ
で
は

１０
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
「
県
民
緑
化
の

集
い
」
実
行
委
員
会
の
正
本
会
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
大
濱
農
林
水
産
局
長
の
祝
辞
、
主
催
者

紹
介
の
後
、
「可
部
南
グ
リ
ー
ン
ズ
緑
の
少
年
団
」

３１
人
が
力
強
い

「
み
ど
り
の
誓
い
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
他
、
緑
の
募
金
に
寄
付
の
あ
っ
た

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
帥

柳
川
執
行
役
員
に
広

島
県
み
ど
り
推
進
機
構

大
濱
理
事
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

毎
国
人
気
の

「寄
せ
植
え
教
室

（広
島
県
造

園
建
設
業
協
会
）
」
・「た
ね
団
子
を
作
ろ
う
」
（み

ず
え
緑
地
欄
）
、
「粘
土
で
遊
ぼ
う

（モ
ー
モ
ー

ア
ー
ト
）
」
、
「珍
樹
ハ
ン
ト
に
出
か
け
よ
う

（広

島
市
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会
）
」
、
「自

由
工
作
塾

（ふ
れ
あ
い
湧
）
を
ど
の
制
作
ブ
ー

ス
が
あ
り
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
「森
の

安
全
作
業
を
学
ぼ
う

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま

人
と
樹
の
会
）
」
で
は
、
丸
太
切
り
を
体
験
し

て
安
全
な
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
も
体
験
で
き
ま

し
た
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
駐
車
場
で
の

「空
か
ら
森

を
眺
め
よ
う
」
で
は
、
地
上
１２
メ
ー
ト
ル
の
高

所
作
業
車
の
デ
ツ
キ
か
ら
セ
ン
タ
ー
池
や
新
緑

の
園
内
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
子

供
た
ち
は
貴
重
な
体
験
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

本
部
テ
ン
ト
の
「緑
の
募
金
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

も
み
じ
の
苗
本
３０
本
が
用
意
さ
れ
募
金
者
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
募
金
し
て

頂
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
「マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

西
日
本
仰
環
境
貢
献
活
動
」
、
「ひ
ろ
し
ま
の
森

づ
く
り
事
業
の
取
組
み
」
、
「森
林
の
働
き
」
の

パ
ネ
ル
、
広
島
市
里
山
整
備
士
会
の

「
里
山
に

つ
い
て
」
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
展
示
館
で
は
草
和
会
さ
ん
の

「山
野
草

展
示
販
売

・
お
茶
席
」
が
催
さ
れ
、
季
節
の
草

花
や
寄
せ
植
え
な
ど
を
眺
め
む
が
ら
お
茶
席
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

プ
チ
バ
ン
ト
ー
ル
の
バ
ン
、
Ｃ

ｏ
Ｃ

ｏ
壱
番

屋
カ
レ
ー
キ
ツ
チ
ン
カ
ー
、
草
花
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

緑
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
モ
ー
リ
ー
」
と
の
撮

影
会
で
は
多
く
の
親
子
連
れ
が
一緒
に
並
ん
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

開
△̈〓
“式

（来
年
も
４
月
２９
日
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
）

「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
管
理
グ
ル
ー
プ
」
を

代
表
し
て
欄
第
一ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
岡
野
課
長
か

ら
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
予
定
の
１５
時
に
閉
会

し
ま
し
た
。

閉
会
式
後
、
恒
例
に
よ
り
会
場
内
を
華
や
か

に
飾
っ
て
い
た
花
苗
が
無
料
配
布
さ
れ
、
色
と

り
ど
り
の
花
を
手
に
し
た
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
会

場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

入
場
ゲ
ー
ト
で
は
、
体
温
測
定
と
連
絡
先
記

入
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
す
る
な
ど
徹
底
し

た
感
染
防
止
対
策
を
行
い
、
会
場
内
に
誘
導
し

ま
し
た
。
本
部
な
ど
の
受
付
場
所
に
は
、
除
菌

ス
プ
レ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て

の
ス
タ

ッ
フ

・
出
展
者
に
つ
い
て
も
氏
名
と
検

温
の
記
入
表
の
提
出
を
義
務
付
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

.‐
寄せ植え教室

丸大切り体験

空から森を眺めようキッチンカーも来たよ

環境パネル展モーリー大人気
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第20回独
〔。一Ｍ

日」1目
覇

「

６
月
の
第
一日
曜
日
は
、
「結
ぶ
、
つ

な
が
る
、
紡
い
で
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
、

令
和
４
年
６
月
５
日

（
日
）
、
節
目

と
な
る
第
２０
回
ひ
ろ
し
ま

「山
の
日
」

県
民
の
集
い
が
、
神
石
高
原
町
を
メ
イ

ン
会
場
に
広
島
県
内
１１
市
町
１２
会
場

で
、
里
山
の
手
入
れ
、
森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
自
然
観
察
会
な
ど
の
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

会
場
の
特
徴
を
活
か
し
た
地
域
ネ
ツ
ト

ワ
ー
ク
型
の
事
業
が
、
ひ
ろ
し
ま

「山

の
日
」
県
民
の
集
い
の
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
後
か
ら
雨
が
心
配
さ
れ

る
薄
曇
り
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
大
人
ま
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
山
や
自
然
の
愛
好
家
な
ど
多
く
の

県
民
が
参
加
さ
れ
、
里
山
の
手
入
れ
な

ど
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
身
近

な
里
山
と
ふ
れ
あ
う
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
主
に
神
石
高
原
町
会
場
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

一
開
会
式
の
様
子

■

衆
議
院
議
員
の
佐
藤
公
治
様
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
賜

り
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て

「み
ん
な

と
仲
良
く
す
る
こ
と
」
、
「
助
け
合
う

こ
と
」
と
同
じ
よ
う
に
自
然
と
も
一緒

に
な
っ
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
話
が
あ
り
、
約
３
０
０

人
の
参
加
の
も
と
開
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
神
石
高
原
町
立
豊
松
小
学
校

の
５
年
生
二
人
が
、
「
山
か
ら
流
れ
出

る
水
は
、
生
き
物
や
田
畑
を
潤
す
。
山

の
大
切
さ
を
考
え
る
日
と
す
る
」
と

力
強
く
山
の
日
宣
言
を
し
、
身
近
な
里

山
の
保
全
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き
た

開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

一
メ

イ

ン

会

場

の
内

容

会
場
に
は
、
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
□
―
ド
に
ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ

プ
を
敷
き
詰
め
る
作
業
体
験
、
椅
子
工

作
や
箸
づ
く
り
体
験
な
ど
多
く
の
来
場

者
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

約
４
０
０
杯
用
意
さ
れ
た
獅
子
汁
の
振

る
舞
い
に
は
、
多
く
の
方
が
列
を
な
し

て
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
美
味
し
い
―

と
具
沢
山
の
獅
子
汁
を
堪
能
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
シ
∃
―
で
は
、
何
が

で
き
る
の
か
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
注
目
を
浴
び
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
実
演
が
行
わ
れ
、
可
愛
ら
し
い
ク

マ
が
出
来
上
が
る
と
大
き
な
拍
手
と
共

に
来
場
者
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
閉

会
式
前
に
は
、
小
雨
振
る
中
、
神
石
踊

娘
隊
き
ら
き
ら
星

・
ふ
く
び
じ
ん
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
よ
さ
こ
い
踊
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今

後

に
向

け

て

神
石
高
原
町
会
場
実
行
委
員
会
の箸作り体験の様子

構
成
メ
ン
バ
ー
が

一致
団
結
し
、
地
域

全
体
で
盛
り
上
げ
て
お
ら
れ
、
と
て
も

良
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
閉
会
式
で

は
、
来
年
度
開
催
地
予
定
の
安
芸
郡
４

町
合
同
開
催

（
坂
町
、
府
中
町
、
海

田
町
、
熊
野
町
）
を
代
表
さ
れ
て
坂

町
長
の
吉
田
隆
行
様
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
対
し
て
温
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
〈
フ
大
会
の
パ
ワ
ー
を
次

年
度
に
つ
怠
げ
て
い
き
ま
す
と

「山
の

日
」
フ
ラ
ッ
グ
の
引
継
ぎ
も
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
次
年
度
で
、
こ
れ
ま

で
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
広
島
県
内
２３

市
町
全
て
に
お
い
て
、
ひ
ろ
し
ま

「山

の
日
」
県
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
予
定
で
す
。

‐■‐■口■‐■‐■‐■ロロ

ー =:=:
開会式 前垣壽男会長 挨拶 開会式 入江嘉則町長 歓迎の挨拶

」

広島県緑化功労賞表彰式  「神石町立豊松小学校」ひろしま「山の日」宣言

チェーンソーアートの様子

参加者一覧

※山の手入れ等は、山の手入れ、植樹、登山道整備、

'青

掃など

※庄原市会場 16月 18日 、府中市会場 :6月 26日開催予定

812人 37人神石高原町会場 神石高原テイアガルテン

103人189人東広島市会場 東広島市憩いの森公園

37人300人廿日市市会場 もみのき森林公園

126人 49人広島県緑化センター

62人 26人広島市森林公園
広島市会場

ひろしま遊学の森

20人 20人福山市会場 ふくやまふれ愛ランド

71人197人三次市会場 酒屋地区憩いの森
44人143人北広島町会場 八幡高原
0人多数大竹市会場 マロンの里交流館 (パネル展示 )

150人 8人世羅町会場 せら夢公園
1.999人 395人計

会場名 参加者  山の手入れ等
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設
立
経
緯

ｏ
概
要

東
広
島
み
ど
り
の
少
年
団
は
、
み
ど
り
や

自
然
を
愛
す
る
健
全
な
児
童
を
育
成
す
る
た

め
、
昭
和
５５
年
３
月
に
発
足
し
、
〈
フ
年
で
４３

年
を
迎
え
ま
す
。
東
広
島
市
の

「憩
い
の
森

公
園
」を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
、

毎
年
１
月
に
東
広
島
市
内
の
少
年
団
の
無
い

小
学
校
を
通
じ
て
、
３
年
生
に
加
入
の
募
集

を
行

っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
で
は
、
小
学

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
６６
名
が
み
ど

り
と
親
し
み
、
み
ど
り
を
守
り
、
育
て
る
活

動
を
通
じ
て
、
自
然
を
愛
し
、
故
郷
を
愛
す

る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。
指
導
は
、

一
般
社

団
法
人
東
広
島
青
年
会
議
所
が
指
導
員
と
な

り
、
子
ど
も
達
が
興
味
を
持
ち
、学
べ
る
よ
う
、

き
た
安
全
な
活
動
と
な
る
よ
う
、
定
期
的
に

指
導
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
活
動
が
制
約
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
東
広
島
み
ど
り

の
少
年
団
で
は
、
４
月

¨
街
頭
緑
化
募
金
、

６
月

¨
ひ
ろ
し
ま
山
の
日
県
民
の
集
い
へ
の

参
加
、
７
月

¨
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
８
月

一

６
年
生
を
対
象
と
し
た
卒
団
記
念
事
業

（北

海
道
で
の
自
然
学
習
）
、
１
月

一
も
ち
つ
き

体
験
等
の
伝
統
文
化
体
験
、
３
月

¨
卒
入
団

式
、
そ
の
他

一
央
起
こ
し
練
習
、
森
林
環
境

学
習
、
水
生
生
物
学
習
、
野
鳥
学
習

・
巣
箱

作
り
、
再
生
紙
作
り
、
門
松
作
り
等
の
自
然

体
験
学
習
を
月
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
活
動
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
、
団
員
が
学
び
活
動
す
る
場
を
提
供
す
る

た
め
、
活
動
内
容
の
企
画
検
討
な
ど
、
指
導

員

一
同
励
ん
で
い
ま
す
。

H

宙
”

Ｌ
Ｆ
Ｆ

い、‐
T'■

・

サマーキャンプ

街頭募金

~…

、 ヽ

再生紙作 り

L _

´ 二_

リース作 り

,・・・1
ウ

もちつき体験

レンコン堀 り

ヽき

■
目
■
一

巣箱作り

野鳥学習

特
徴
的
な
取
組
等

卒
団
す
る
団
員

（
６
年
生
）
を
対

象
と
し
た
、
卒
団

記
念
事
業
で
は
、

３
泊
４
日
で
北
海

道
へ
行
き
、
大
自

然
の
中
で
の
野
営

や
、
カ
ヌ
ー
体
験

等
の
自
然
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。

異

年

齢

の
集

団
の
中
で
活
動
す

る
た
め
、
公
共
心

や
社

会
性

を
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る

こ
と

も
、

東

広

島

み
ど

り

の
少

年

団

の
特

徴

と

も
言
え
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
推
進
な
ど
、
世
界
規
模
で
環

境
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
達
が
、
自
然
を
守
り
育
て
る

意
義
を
学
び
、
「
み
ど
り
を
愛
す
る
心
」
を

育
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

D

″ (写ヽ .
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北海道カヌー体験北海道自然学習

5

東
広
島
み
ど
り
の
少
年
団
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み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
報
告

大
道
田
第
２
公
園
の
環
境
緑
化
活
動
の
取
組
み

大
道
田
ま
ち
づ
く
り
支
援
の
会
　
代
表
　
量
川
ト
エ
　

一里
‐
人

地
域
住
民
が
協
力
し
あ
い
花
と
花
木
で
、

憩
い
の
場

・
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

地
域
の
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
街
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
丸
１５
年
目

（
自
治
会
長
１５

年
）
。
超
高
齢
化
が
進
む
我
が
町
内
で
、
地

域
住
民
が
協
力
し
あ
い
、
親
睦
と
交
流
を
通

じ
て
連
帯
感
を
深
め
て
、
生
活
上
の
身
近
な

環
境
整
備
や
防
災
・防
犯
・福
祉
な
ど
、
様
々

な
問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で

「明
る
く
。

住
み
よ
い
豊
か
で
安
心
で
き
る
地
域
」
を
目

指
し
た
い
思
い
で
、
「大
道
田
ま
ち
づ
く
り
支

援
の
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
内
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
主

旨
に
賛
同
し
て
沢
山
の
方
に
入
会
し
て
い
た

だ
き
、今
現
在
は
４８
名

（全
住
民
の
約
２７
％
）

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
活
動
は
、
団
地
に
面
し
た
山
の
急

傾
斜
地
の
り
面
が
、
風
雨
で
小
規
模
で
す

が

「が
け
崩
れ
」
が
度
々
起
き
て
、
減
災
の

意
味
か
ら
も
手
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

為
、
公
園
を
取
り
巻
く
山
の
の
り
面
の
雑
本

を
伐
採
し
て
、
花
本
と
花
を
植
え
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
並
び
に
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
り
、
更
に
減
災
に
結
び
つ
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
役
員
会
に
図
り
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
＆
園
児
に
よ
る
花
壇
の
花
植
え
／

地
元
小

・
中
学
生
で
桜
の
植
樹
祭
実
施

初
年
度
は
、
公
園
内
に
我
々
メ
ン
バ
ー
の

手
で
花
壇
を
６
ヵ
所
設
置
し
て
、
隣
の
幼
稚

園
の
園
児
の
手
で
約
４
０
０
本
の
花
を
植
え

ま
し
た
。
春
は
町
内
の
住
民
、
秋
に
は
園
児

に
よ
る
花
植
え
を
こ
れ
か
ら
も

実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
花
植
え
に
関
係

し
た
人
達
が
公
園
を
訪
れ
て
、

今
ま
で
に
む
い
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

又
、
雑
本
を
伐
採
し
た
山
に

は
、
△
フ
年
の
３
月
に
町
内
の
小

・

中
学
生
全
員

（
１５
名
）
で
桜
の

植
樹
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
家
族
総
出
の
植
樹
と
な
り
、

そ
の
様
子
を
見
て
５
年
、

１０
年
、

２０
年
後
に
は
家
族

全
員
で
の
花
見
会
が
想
像

で
き
、
大
道
田
に
生
ま
れ

育
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
え
て
、
実
施
し
て
良

か
っ
た
と
ス
タ
ッ
フ
一同
感

動
を
覚
え
表
し
た
。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
蝶
を

呼
び
寄
せ
る
フ
ジ
バ
カ

マ
を
植
え
る

更
に
、
桜
を
植
え
た
広

場
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
沢
山
あ
る
た
め
、
呉
市

内
で
も
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
１
、
０
０
０
ｋｍ

以
上
も
の
長
旅
を
す
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
蝶

を
呼
び
寄
せ
る
フ
ジ
バ
カ
マ
の
苗
も
植
え
ま

し
た
。
こ
の
秋
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

私
た
ち
の
会
は
取
り
組
ん
で
ま
だ
１
年

ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
地
域
の
住
民
と
の
触
れ

合
い
の
場
が
増
え
て
、
コ
ミ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
が
取

メンバー募集チラシ

雑木の伐採

伐採後の整理小中学生による桜の植樹祭

れ
だ
し
た
こ
と
が
目
に
見
え
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
手
ご
た
え
を
感
じ
だ
し
、
実
施
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
を
始
め

多
＜
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「大道田まちづくり支援の会」発足決定

まちづくりのための支援スタッフ募集 !

大道田地区を「安全で安心」更に「みどり豊かな]ま ちに?

′

●

．

″
藉

I
あなたの力が大道田には必要です

●大遭田に住んで良かつたと思えるまちにしよう

|∵舞I品魔ズ品 があ ぞ顔 饉お義黒 I墓 [[り爵 ザ1

●中齢や鯛険は間いません。どなたても●加できます

地域のために、あなたのアイデ7:知識:技術:体力等をお貫しくださ|ヽ

園児による花壇に花植えフジバカマの苗植え
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令
和
４
年
度

顧

「
≡ヨ

1.〒
〒

●
ニ

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
は
、
本
年
度
の

緑
化
功
労
賞
を

「豊
松
緑
の
少
年
団
」
（神

石
高
原
町
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
緑
化
活
動
や
地
域
で
の
清

掃
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
は
、
６
月

５
日

（日
）
第
２０

回
ひ
ろ
し
ま

「山

の
日
」
県
民
の
集

い
の
メ
イ
ン
会
場

で
あ
る
神
石
高
原

町
会
場
の
開
会
式

の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
で
は
、
新
た
に

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
欄
が
提
供
す
る
α
レ
Ｐ
Ａ
Ｙ
ア
プ

リ
に
よ
る
募
金
手
法
を
導
入
し
ま
し
た
。
当

面
は
、
写
真
の
よ
う
に
、
募
金
箱
の
傍
に
設

置
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
募
金
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
方
法
は

①
α
レ
Ｐ
Ａ
Ｙ
ア
プ
リ
を
立
上
げ
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
込
み

②
募
金
額
を
入
力
し
、
支
払
い

ま
た
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置
す
る
店

舗
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
金
を
扱
わ
ず

に
募
金
に
協
力
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ご
関
心
の
方
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進

機
構
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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表彰式豊松緑の少年団の皆 さん

■‐

イベント掲示板 (7月～9月 )

行  事  名

広島県緑化センター

7月 の自然探勝

夏のきのこ教室

夏休み自由工作塾

夏休み昆虫教室

藍のトントン染め

昆虫標本作り入門

水生昆虫を探そう

薬草健康講座

秋の七草と自然探勝

9月の自然探勝

秋のきのこ入門観察会

広島県立中央森林公園

早朝開園&昆虫教室

木工教室

実  施  日

TEL 082‐ 899‐2811

7月 1日 (金 )

7月 3日 (日 )

7月 17日 (日 )。 24日 (日 )。

31日 (日 )。 8月 21日 (日 )。

28日 (日 )

7月 17日 (日 )

7月 18日 (月祝 )

7月 24日 (日 )

8月 21日 (日 )

9月 2日 (金 )

9月 9日 (金 )

9月 16日 (金 )

9月 25日 (日 )

丁EL 0848¨ 86‐ 9101

7月 17日 (日 )。 18(月 祝)・

24(日 )

7月 31日 (日 )・ 8月 7日 (日 )。

11(木 祝)

料  金

広島市東区福田町

参加無料

参加無料

材料費
100円 /1作品

無料

材料費500円

材料費1000円

参加無料

参加無料

参加無料

参加無料

参加無料

三原市本郷町

未 定

未 定

+i (ffiFE) 
|

https://ryokka-c.iP/

内 容

自由参力]

自由参加

自由参加
(随時受付)

要予約
先着30名

要予約
先着10組

要予約
先着10組

要予約
先着20名

自由参加

自由参力]

自由参力0

要予約
先着15名

散策路を歩きながら、植物を観察
※荒天中止

園内で自由にきのこを採取し、持ち寄つた

きのこを鑑定 ※採集用のカゴ持参

木の実や木の枝などの自然素材を利用して、

作品作り

昆虫の生態や採集方法などを学び、屋外で

採集 ※採集用具持参

藍染めについて学び、トントン染めを実践

昆虫について学び、標本を作製

渓流路で水生昆虫を観察
※小学生以下 雨天中止

健康や薬草、秋の七草について講義

秋の七草について学び、植物を観察
※荒天中止

散策路を歩きながら、植物を観察
※荒天中止

渓流路を歩きながら、植物を観察

http:〃 wwwochuo‐ shinrin¨ koen.oroip/
|

要予約   |

要予約
  |

昆虫採集、水生生物観察、かぶと虫の飼い

方教室

大工さんとコーナーラック、椅子などを製作

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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令
和
４
年
度
公
募
事
業

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
や
地
域
の
緑
化
活
動

等
に
助
成
す
る
本
年
度
の

「
み
ど
り
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
」
は
、
２
月
１
日
か
ら
３
月

３１
日
ま
で
公
募
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

２５
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

去
る
５
月
２６
日
に
、
緑
の
募
金
の
管
理

・

運
営
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
当
機
構
の
運
営

協
議
会
を
開
催
し
、　
一
覧
表
の
と
お
り
全
事

業
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
の
ご
厚
志
に
沿
う
よ
う
な
、
素
晴
ら

し
い

「県
民
参
加
の
み
ど
り
づ
く
り
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
施
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
活
動
に
当
た

っ
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
密
を
避
け
る
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
岬
日

（
日
）
、
広
島
市
の
福
屋
八
丁

堀
本
店
前
で
、
広
島
県
、
広
島
市
及
び
当
機

構
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ク
イ
ー
ン
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
「緑

の
街
頭
募
金
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
染
防
止
の
た
め
、
募
金
の
呼
び
掛
け
は

音
声
を
流
し
、
募
金
箱
は
テ
ー
ブ
ル
に
置
き

接
触
を
避
け
る
な
ど
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で

行
い
ま
し
た
。

募
金
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(単位 :千円)

〒730‐8511広島市中区基町 10¨52県庁森林保全課内 丁EL082‐ 513-4840
E― mall info@green_hiroshima.or.ip

ホームページ httpsi//www.green_hiroshima.or.ip

●●● 支  部  事  務  局 ●●●

安芸高田市役所晨林水産課

江田島市役所晨林水産課

府 中町 役 場 環 境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業観光課

北広島町役場震林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

広島市役所晨林整備課

呉市役所晨林水産課

竹 原 市 役 所 建 設 課

三原市役所晨林水産課

尾道市役所晨林水産課

福山市役所農林水産課

府 中 市 役 所 晨 林 課

三 次 市 役 所 晨 政 課

庄原市役所林業振興課

大竹市役所産業振興課

東広島市役所農林水産課

廿曰市市役所農林水産課

安芸高田市

江 田 島 市

府 中 町

海 田 町

熊 野 町

坂   町

安芸太田町

北 広 島 町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

師

広

呉

竹

三

尾

福

府

三

庄

大

東

廿

令和4年度 公募事業「みどりづくり活動支援事業」一覧表

２５
団
体

の
事
業
を
採
択

番号 実 施 主 体 事  業  名 実 施 場 所

森

林

整

備

吉  り|1 長  寿  会 生きがい対策森林づくり事業 東広島市八本松町 吉川財産区内(借上げ地) 100

吉 川 の 里 山 を 育 て る 会 吉川みんなの森整備推進事業 東広島市八本松町吉川 吉川財産区有林 120

NPO法人ひろしま 人と樹の会 里山林整備事業 三原市本郷町善入寺 150

深 水 自 然 を 守 る 会 深水憩いの広場つくりと自然の再生 福山市神辺町 西中条財産区有林、深水共有林 18C

上御領下組自然と森林を守る会 上御領下組森林整備事業 福山市神辺町 上御領下組生産森林組合所有林 70

緑化センター里山保全ボランティア 緑化センター森林整備事業 広島市東区福田町 広島県緑化センター内の森林 18C

年 輪 ク ラ ブ 羽高湖周辺山林整備事業 府中市諸毛町 羽高湖周辺 9C

下御領自然と歴史を守る同好会 里山整備事業 福山市神辺町 下御領生産森林組合所有地 6C

福 山 山 岳 会 福山市近郊の里山登山道 遊歩道整備事業 福山市近郊の里山 5C

小 計 1,000

環

境

緑

化

10 高屋堀団地 自治会有志会 高屋堀団地周辺環境緑化事業 東広島市高屋町 高屋堀団地周辺 40

11 土師ダム桜守プロジェクト 土師ダム桜守プロジェクト事業 安芸高田市八千代町土師 土師ダム湖畔 50

12 上 河 内 浦 自 治 会 環境緑化事業 呉市倉橋町 天大将神社 30

13 花ネットワーク・BING0 環境緑化事業 福山市御幸町中津原 芦田川河川敷「草花公園」 150

14 大 河 内 さ く ら の 会 桜並木整備事業 東広島市西条町郷曽 黒瀬川河川敷 60

15 毘沙門台学区社会福祉協議会 毘沙門台団地内花いつぱい運動 安佐南区 毘沙門台団地内 150

16 脱温暖化プロジェクトせら グリーンカーテン推進 世羅町内自治センター 刊 学ヽ校等 100

17 吉舎中学校生徒会ポランティア 吉舎学区緑化事業 三次市吉舎町吉舎 200

18 呉市第2地区まちづくり委員会 呉市第2地区の緑化事業 呉市清水 第 2地区 200

19 花 咲 ジ イ バ ア の 会 自生桜の保護育成事業 庄原市東城町三坂 14C

20 三次市立塩町中学校生徒会 学校緑化事業 三次市大田幸町 20C

21 大道田まちづくり支援の会 大道田第2公園のり面整備 呉市焼山東 大道田第 2公園 20C

小 計 12 1,520

普

及

啓

発

22 サポート・トレッキング・グループ 里山登山路等整備 灰ケ峰、野呂山、休山の登山道 70

23 公益財団法人オイスカ広島県支部 山・林・S∪ N活 動事業 廿日市市吉和 もみのき森林公園 40

24 森のフェスティパル実行委員会 森のフェスティバル事業 廿日市市吉和 もみのき森林公園 180

25 可部南グリーンズ緑の少年団 緑の少年団自然体験思い出づくり 三次市君田町及び三原市本郷町 150

小 計 ″10

計 25 2196C

公益社団法人広島県みどり

ひろしまの緑 93号 (令和4年7月 1日発行)発行 公益社団法人広島県みどり推進機構
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